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序

本書は、財団法人山形県埋蔵文化財 センターが発掘調査 を

実施 した、中袋遺跡の調査結果 をま とめた ものです。

中袋遺跡は、天童市 の南部の高擶地 区にあ ります。立谷川

扇状地の扇端部にあたるこの地 は、水量 も豊富で、水 田の広

がる農業地帯です。

この度、 日本道路公 団の東北 中央 自動車道相馬～尾花沢線

の建設工事 にともない、高速道路予定地にかかる中袋遺跡の

発掘調査 を実施 しました。

調査で は、平安時代 の掘立柱建物跡4棟 、大型の土器捨場

溝跡 などの集落跡 を示す遺構が見つかっています。遺跡 から

は石帯 ・風字硯 ・耳皿な どの特殊な性格 を持つ遺物 も出土 し

ています。

埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造 し、育んで きた

貴重 な国民的財産 といえます。この祖先か ら伝 えられた文化

財 を大切 に保護する とともに、祖先の足跡 を学び、子孫へ と

伝 えてい くことが、私 たちの重要な責務 と考えます。その意

味で、本書が文化財保護活動の啓発 ・普及、学術研究、教育

活動などの一助 となれば幸いです。

最後にな りましたが、調査 において ご協力いただいた関係

各位 に心 から感謝申 し上 げます。

平成14年3月

財団法人 山形県埋蔵文化財 センター

理事長 木 村 宰



例 言

1本 書は、 日本道路公団東北 中央 自動車道相馬～尾花沢線 にかかる 「中袋遺跡」の発掘調査

報告書である。

2調 査 は日本道路公団の委託 により、財団法人山形県埋蔵文化財 センターが実施 した。

3調 査要項 は下記のとお りである。

遺 跡 名 中袋遺跡 遺跡番号 平成2年 度登録

所 在 地 山形県天童市大字高擶字 中袋

調 査 主 体 財 団法人山形県埋蔵文化財 センター

受 託 期 間 平成9年9月1日 ～平成14年3月31日

現 地 調 査

調査担当者

(第1次 調査)

(第2次 調査)

(第1次 調査)

(第2次 調査)

平成9年9月29日 ～10月29日(3日 間)

平成10年8月17日 ～平成10年11月13日

調 査 第 一課 長

主任調査研究員

調 査 研 究 員

調 査 員

調 査 員

調 査 員

調 査 第 一課 長

主任調査研究員

調 査 研 究 員

調 査 員

藤

藤

木

瀬

井

藤

藤

藤

谷

村

賀

佐

佐

鈴

長

須

斎

佐

佐

森

稲

(54日 間)

庄 一(平 成9年 度)

正 俊(現 調査第三課長)

良 仁

えみ子

明 子

健 洋

庄 一(平 成10年 度)

正 俊(現 調査第三課長)

昌 央(調 査主任)

土_土

整 理 期 間 平成9年11月1日 ～平成14年3月31日

整理担当者 調 査 第 三 課 長 佐 藤 正 俊

調 査 研 究 員 森 谷 昌 央

4発 掘調査お よび本書 を作成するにあた り、 日本道路公団東北支社山形工事事務所、山形県

教育庁社会教育課文化財保護室、天童市教育委員会、東南村山教育事務所等関係機関に協力

をいただいた。

5本 書の作成t執 筆は、森谷 昌央、黒坂広美が担当 した。編集 は須賀井新人t松 田道雄が担

当 し、全体 については、佐藤正俊 が監修 した。

6委 託業務 は下記のとお りである。

遺構写真実測 アジア航測株式会社

理化学資料分析 株式会社古環境研究所

7出 土遺物、調査記録類等は、財 団法人山形県埋蔵文化財 センターが一括保管 している。



凡 例

1本 書で使 用 した遺構t遺 物 の分類 記号 は次 の とお りで あ る。

ST… 竪穴住居 跡SK… 土 坑SX… 性格 不 明遺構

EP… 遺構 内 ピッ トEK… 遺構 内土 坑EL… 遺構 内炉 跡

RP… 登 録土 器t土 製 品RQ… 登録 石器t石 製 品

P… 土 器S… 石t礫

2遺 構番号 は、現地調査段 階での番号 をそのまま報告書の番号 として踏襲 した。中には整理

作業中に改めて番号 を付 した遺構 もあるが、その番号 は現地調査 時の最終遺構番号 より後 に

なる ように付 している。

3報 告書執筆基準 は下記の とお りである。

(1)遺 構概要図t遺 構配置図t遺 構実測図中の方位 は真北 を示 している。

(2)グ リッドの南北軸 は、真北 に対 してN-18.so-Eを 測 る。

(3)遺 構実測図は1/40t1/80の 縮尺で採録 し、各 々スケールを付 した。なお、実測 図中

の●は遺物の出土地点 を表す。遺構内の遺物出土状況については遺物の出土地点 になる

べ く遺物実測 図及 び遺物番号 をあわせて表記するように した。ただ し小破片や類例が既

出で重要でないものについては遺物番号のみ を、また出土位置が明確でない もので も重

要 と思 われる ものについては遺構内出土 として記載 している。なお遺構実測 図に併記 し

た遺物実測図のスケールは任意であるが、ほぼ1/5に 近 い縮尺で掲載 してある。

(4)遺 物実測図t拓 影 図は、原則 的に1/3で 採録 し、各々スケールを付 した。

(5)遺 物実測図中で断面が黒ベ タの ものは須恵器、白ヌキの ものは土師器 を表 している。

(6)遺 物 図版 については1/3を 原則 としたが、一部任意の縮尺 となっている もの もある。

(7)本 文 中の遺物番号 は、遺構平面図t遺 物実測 図t遺 物観察表t遺 物 図版 とも共通 した

番号 を使用 している。遺物番号 は挿 図毎 に1か ら番号 を付 してお り、挿図第○図の△番

とい う意味で 「○ 一△」 と表記 している。

(8)遺 物観察表 中の()内 の数値は、図上復元 による推計値または残存値 を示 している。

また表 中の遺物の分類 ・底径指数 ・器高指数 ・外傾度 については須恵器圷 ・高台付 圷、

土 師器圷 ・高台付圷 ・皿などの全形の分かる もの若 しくは推計で きる もののみ表記 して

いる。

(9)遺 構覆土の色調の記載については、1987年 度農林水産省農林水産技術会議事務局監修

の 「新版標準土色帳」 に拠った。
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調査の経緯

1調 査の経緯

1調 査に至る経緯

この度の中袋遺跡 の発掘 は、 日本道路公団 による東北 中央 自動車道相馬～尾花沢線(上 山～

東根 問)の 建設工事 に伴 うものである。

山形県教 育委員会は、 この事業 に伴 って平成2年 度 か ら計 画路線周辺の遺跡 の分布調査 を

行 って きた。その調査結果 に基づいて埋蔵文化財の取 り扱いについて 日本道路公団 と協議 を行

い、財団法人山形県埋蔵文化財 センターが 日本道路公団の委託 を受けて、平成9年 度に予備調

査(第1次 調査)を 実施 した。これにより当該地区が平安時代 の集落跡であることが確認 され

た。平成10年 度は遺跡範 囲の うち8,100㎡ 調査 し、記録保存 を行 った。

発掘調査 に至るまでの協議な どは以下の通 りである。

◇ 日本道路公団東北支社管理課長 より山形県埋蔵文化財 センター調査第一課長あてに 「平成

10年 度埋蔵文化財発掘調査 に係る費用積算調書の作成」の依頼(H10/1/19)

◇ 山形県埋蔵文化財 センター理事長 より日本道路公団東北支社長あてに、発掘調査 を実施す

ること及 び経費見積 もりの回答(H10/2/10)

◇ 日本道路公団東北支社長 より山形県埋蔵文化財 センター理事長あてに、「東北中央 自動車道

相馬t尾 花沢線(上 山～東根 問)建 設 に伴 う平成10年 度の埋蔵文化財発掘調査の依頼(H

10/4/1)

◇ 日本道路公 団東北支社 と山形県埋蔵文化財 センターが、「埋蔵物発掘調査業務の委託契約」

を締結(H10/4/1)

2調 査の経過

発掘調査 は、平成10年8月17日 か ら11月13日 まで実働 日i数54日間で行 い、調査面積 は8,100㎡

である。

発掘調査 は当初中袋遺跡 より約200m南 に位 置する砂子 田遺跡 の調査終了後の10月 から行 う

予定であった。砂子 田遺跡の発掘調査が7月 から約1ヶ 月の予定で行われたが、その遺構検出

の結果、予定 されていた よりも遺物数 も面積 も大 きく拡大することが明 らかになった。 これに

より中袋遺跡の調査 時期及 び体制 も変更せ ざるを得 ない状況 とな り、中袋遺跡の表土除去 と遺

構検 出を10月 調査 開始予定から8月 中旬に繰 り上 げることとなった。 まず中袋遺跡 と砂子 田遺

跡の今後の発掘調査 の工程 を再検討するため に遺構検 出を行い、正確な遺構数及び分掛 りを出

すことになった。 また中袋遺跡の担当班が砂子 田遺跡の担当班 と同一であったため、調査 を同

時並行するにあた り、調査員 ・作業員 を増員 した。

先ず、8月19日 に重機 を導入 して、中袋遺跡の表土除去 を行 った。その後8月25日 か ら遺構

検出面の面整理 を行 い、遺構の検 出に努めた。遺跡の南半 は泥炭質で、表土除去の段 階から水

が湧 き、遺構検 出の際に も遺構 ・遺物検出は皆無 に近 かった。 このため遺跡南半は遺跡の範囲

か ら除外 し、最低 限必要な調査 を行 うに止めた。

1



調査の経緯

その後検 出された遺構のマーキング ・遺構配置図の作成 ・遺構番号の登録 を行い、遺構 の分

布状況 を確認 した。その結果、遺跡の主体部は調査 区(高 速道路予定地)よ り西側 に存 し、調

査区は遺跡の主体か ら大 きく外れていることが判 明 した。 この結果に より中袋遺跡 と砂子 田遺

跡 を同時並行する 目処が立 ち、 中袋遺跡 についてはその まま本調査 に移行する こととなった。

その後 グリッ ドを設定 し、検 出 した遺構の精査 を行い、土の堆積状況 ・土器の分布状況 を記録

した後、遺構 を完掘 した。こうして遺跡の発掘調査 は11月13日 で終了 した。発掘調査終了後の

11月17日 には遺構の写真実測用の空中撮影 を行い、同時に遺跡の全形写真 を撮影 した。11月25

日には砂子 田遺跡 と同時に現地説明会 を行い、遺跡の概 要について関係公所並びに一般の方々

に公 開を行 った。

なお、中袋遺跡のグリッドの設定 については、 日本道路公団が高速道路予定地内に設置 した

センター杭 を基準 として10m四 方に区画 した。 グリッ ド番号 は東西方向に西 からA～Oの 大文

字のアルファベ ッ トを、南北方向は南から1～29の 数字 を使用 した。 グリッ ドの表記は検 出地

点 ・出土地点の北西角 を取 って 「A-1」 などと表記 している。グリッドの南北軸 は、真北 に

対 してN-18.so-Eを 測る。
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遺跡の立地と環境

ll遺 跡の立地 と環境

1地 理 的環境

中袋遺跡は、天童市街 から南西約4kmの 天童市高擶に位置 し、標高は94～95mを 測る。ほぼ

天童市の南端 に位 置 し、山形市 との境界に位置する。天童市 と山形市の問には、出羽山脈 の面

白山に源 を発 して西流す る立谷川が存 し、 中袋遺跡はこの立谷 川の扇状地の扇端部に立地 して
たかだま

いる。周辺で は高擶の集落の西に自然堤防が見て取れ、ほ場整備の行われる前の昭和25年 の空

中写真 には南北、或いは東西 に走る黒 い帯状の筋が何本 も確認で きる。 このことか ら高擶の周

辺 には最上川及び暴 れ川である立谷 川が何度 も流路 を変 えなが ら南北東西に流れていたことが

わかる。また立谷 川が しばしば氾濫 を繰 り返 していたのは近世の古文書に も見え、洪水の記録

が何 回か現れる。中袋遺跡の調査 区南半には広大な泥炭層が広が り、断面図から見て も旧河川

の可能性が疑 われる。立谷川の本流若 しくは支流の可能性が考 えられる。立谷川は豊富 な水量

を周辺の地域 にもた らしてお り、立谷川扇状地の扇端部に位置する高擶の周辺は水 田地帯が広

がっている。昔から水田には適 した地帯だったと考 えられる。中袋遺跡 の主体部は地山が安定

した褐色 を呈 してお り、周 囲の泥炭層 と比較する と、微高地であったことは明らかである。

2歴 史的環境

本遺跡 は立谷川の北岸 に位 置 しているが、立谷川の扇状地やその南 を流れる村山高瀬川の扇

状地 は 自然湧水の豊富な扇端部付近 に遺跡が集中 して分布する。以下それぞれの時代 について

立谷川以北の天童市側の遺跡 と、立谷川以南、村山高瀬川周辺の遺跡 について概観する。

縄文時代 か ら弥生 時代では縄文時代後期 から晩期の遺跡が多い。立谷川北岸の天童市側では

縄文時代後期の遺跡 として石 田遺跡 ・白山堂遺跡 ・宮 田遺跡 ・渡戸遺跡 ・高擶南浦遺跡 ・砂子

田遺跡が知 られる。多 くは河川沿いの低湿地 に集落が営 まれているが、傾向 としては山際に多

い。中袋遺跡 から約200m程 南に位置する砂子 田遺跡は現在最 も低地 に立地す る遺跡である。縄

文時代晩期で は、矢口遺跡 ・沼 田遺跡 ・宮 田遺跡が知 られる。

弥生時代 の遺跡 としては、天童市北部の成生地区 に位置 し、山形県内の磨消縄 文 を伴 う土器

の基準資料 となっている地蔵池遺跡が有名である。位置的には中袋遺跡 から北に7kmほ ど離れ

ている。他 に塚野 目A遺 跡が知 られる。 こう した天童市側の遺跡分布 に対 して、立谷川の南か

ら村 山高瀬川 にかけての地域 には弥生 時代の遺跡が多い。磨消縄文主体 の土器が出土 し中期枡

形 囲式併行 として 「漆 山式」が提唱 されてい る漆 山遺跡。桜井式併行の土器が多 数出土 して

「七浦式」が提唱 される七浦遺跡。籾殻圧痕 をもつ土器 と石包丁が出土 した江俣遺跡。縄文時

代晩期 から弥生 時代前期 にかけての土器変遷 の窺 える良好な一括資料が出土 した北柳1遺 跡。

北柳1遺 跡で は縄 文時代最終末期の竪穴住居跡が多数検 出されている。

弥生時代 中期以降 になる と本格的な水耕農業が行 われるようにな り、伏流水 に富む立谷川 ・

村山高瀬川の扇状地 に位置するこの地域には大規模な集落が営 まれる ようになった。特 に古墳

時代 の遺跡は数多い。天童市側では、木製 品が大量 に出土 し国の指定史跡 となった古墳時代中
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遺跡の立地と環境

期後半の西沼 田遺跡 をは じめ、古墳時代前期の集落跡 と中期の河川跡か ら多量の土器 と木製品

が出土 した板橋2遺 跡、古墳時代 中期 の集落跡か ら搬入品の古式須恵器が多数出土 し県内最古

のカマ ド跡が検 出された的場遺跡がある。他 に高擶南遺跡 ・桜江遺跡 ・菖蒲江遺跡 などが知 ら

れ、古墳 としては中袋遺跡の西約2kmに 位置する火矢塚古墳群がある。

立谷川以南の山形市側では数基の古墳が検 出された梅 ノ木遺跡、古墳 時代 中期の竪穴住居が

多数検出された村山高瀬川南岸の下柳A遺 跡がある。更に村山高瀬川t須 川の扇端部で は、内
うまあらい ば

口花文鏡の 日本最北端の出土例 となった馬洗場B遺 跡がある。 ここか らは古墳時代前期前葉の

古手の古式土師器が竪穴住居 や旧河川跡 か ら出土す るとともに、木製品 も多数出土 している。

同 じく馬洗場B遺 跡 と近接する服部遺跡 か らも同時期 と見 られる木製品が多数出土 している。

この地域 は集落跡が多数存在すると同時に古墳群が集 中していることで も知 られる。また古墳

としては昭和57～58年 に山形県教育委員会 によって調査 され、木棺 ・石棺 ・箱式石棺等 を埋葬

施設 とする24基 の古墳が検 出されたお花山古墳群が有名である。時期的には5世 紀末か ら7世
え もりつか

紀前半 に位置付 けられる。他 に古墳時代後期 を中心 とする七浦古墳群 ・衛守塚古墳群 ・柴崎古

墳群 な どの平地に作 られた古墳が、旧羽州街道沿い に点在 している。 これらの古墳時代の集落

跡 ・古墳 は、最上川に注 ぐ立谷川 ・馬見 ヶ崎川及 び馬見 ヶ崎川 に合流する村山高瀬川に よる複

合扇状地の扇端部の後背湿地沿いに集 中 してお り、古墳 時代の集落の占地について興味深 い情

報 を提供 している。

奈 良 ・平安時代 になる と遺跡 数は飛躍的に増加する。中袋遺跡 に近接する影沢北遺跡 などで

発掘調査が行 われているが、未調査 の遺跡が大部分である。その中にあって、現在奥羽山脈 と

最上川 との問で最 も西側、つ まり最上川寄 りに位置するのが中袋遺跡である。奈良 ・平安時代

の集落跡の分布 を見 ると、最 も多いのが旧国道13号 線(元 の羽州街道)沿 いである。湧水地帯

がこの地点 にあたるため と考 えられるが、 この地点は中袋遺跡 より2km程 東 に位 置する。 これ

らの ことを考 え合わせる と、中袋遺跡 は奈良 ・平安時代 の集落跡 としてはかなり低地に立地 し

ていることが理解 される。

中袋遺跡か ら西 に2km程 の位置に最上川が流れている。 ここか らほ ど近い場所 に月山から東

流する寒河江川 と最上川の合流地点がある。 この寒河江川 を2km程 上 ったところに古代の須恵

器の登 り窯が多数存在す る平野山に行 き着 く。 また中袋遺跡の4kmほ ど北東の位 置には同じく

須恵器の登 り窯が検 出された二子沢窯跡が存在する。共に中袋遺跡か ら同 じような距離 にあ り、

中袋遺跡の土器が どこで生産 されていたのか興味深い問題 もある。

中世以降で は、本遺跡の東側 に位 置する高擶の村落が南北朝時代 か ら江戸時代 にかけての高

擶城跡 になってお り、周辺 にはその名残 を表す 「楯の内」・「西楯」・「堀端」等の小字名が今 も

残 っている。

この ように、当地域 は縄文時代 か ら近世 にかけて多 くの集落跡が営 まれた。 これは立谷川 ・

村山高瀬川な ど奥羽山脈 から流れる豊富な水量 によって もたらされた ものである。特に水耕農

業が発達 した弥生時代 中期以降は、稲作の生産地帯 として積極 的に開拓が行 われて きたことが

推測 される。
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㎜ 遺跡の概要

1遺 跡の層序

中袋遺跡は、立谷川扇状地の扇端部に立地 し、遺跡の主体部は微高地、その他は泥炭の湿地

となっている。 この ように、中袋遺跡 の層序は、地点によって大 きく異 なる。そのため第3図

中の基本層で は安定 した微高地の基本層序 を図示 した。泥炭層は、旧河川 と思われ、一部深掘

りをして土層 を確認 したが、河川の埋没 を示す 自然堆積 のみのため説明は割愛する。

中袋遺跡の基本層序は3層 か らな り、上のItH層 が堆積土であ り、最下層(m層)が 地山

である。全層 ともやや グライ化 してお り、全体 に青黒 く変色 している。第1層 は表土である。

第H層 は黒味がかった褐色で、水田耕作に よる ものか酸化第2鉄 を多 く含む。 この層は遺物包

含層で、恐 らく平安時代の生活面であろう。遺構 はこの層 から掘 り込 まれているが、遺構検出

のため、表土除去ではこの下のm層 まで重機で掘 り下げている。第m層 は地山で、最 も安定 し

た層である。褐灰色 を呈す る。第m層 の下 にも層があるが、遺構 も遺物 も検 出 されなかった。

泥炭層 と同 じような層序 を呈 している ことから、更 に古 い時代 の旧河川の可能性 も考え られる。

2遺 構 ・遺物の分布

遺構は、平安時代初期の掘立柱建物跡4棟 、大型の土坑4基 、その他の土坑5基 、墓墳1基 、

性格不明遺構7基 、溝跡6条 な どである。 出土遺物は、土器を中心 として整理箱で45箱 である。

平安時代初期の土師器 ・須恵器を中心 として、陶磁器 ・灰紬陶器 ・耳皿 ・風字硯 ・石帯 なども

出土 している。

遺構 は遺構配置図に示 した通 り、調査 区西側 に大 きく偏 っている。調査 区8,100㎡ の うち北

西角1/4以 外 には、ほ とんど見 るべ き遺構は存在 しない。また、北西角1/4に ついて も遺跡

の主体 とは言い難 く、確認 された掘立柱建物跡4棟 は全 て調査 区の西端 に懸 かるのみで、建物

の全体が検 出された ものは1棟 もない。遺跡の主体 を大 きくはず しているのは明らかで、遺跡

の主体は高速道路予定地の西側 に位 置する と考 えられる。 また、今回の調査では大型の土坑や

性格不明遺構 から多量の土器が出土 してお り、土器捨て場若 くは生活ででた有機物 も含めた捨

て場 と考えている。また、やや離れた調査区北東部か らは合せ 口甕棺 も出土 している。 こうし

た土器捨て場や墓墳が平安時代 に集落 のどの辺 に形成 されたかは興味深 い問題であるが、中袋

遺跡 の遺構の配置情況 を見れば、遺跡 の端 につ くられたと考えるのが 自然である。遺跡の主体

をはず している証左 と考 えたい。

遺物の分布は、遺構の分布状況 と同 じ傾向を示 してい る。つま り調査 区の北西角1/4か ら

出土 した遺物が大部分で、それ以外 の調査区からの出土 は極めて少ない。特 に南東部の泥炭層

か ら出土 した遺物は須恵器の圷1点 ほ どである。遺構の分布 同様、遺物 の分布状況からも遺跡

の主体が調査区北西角 より以西にある ことを裏付 けている。遺物 は平安時代初期の10世 紀初頭

の ものが主体である。中には奈良時代 の須恵器や中世の陶磁器な ども含 まれるが客体的である。

土器の多 くが、土坑などから出土 している。土器捨 て場 として利用 されていたのであろう。
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検出された遺構

IV検 出された遺構

遺 構 の選 び 出 しの基準 につ いて予 め簡略 に記 載 してお く。掘 立柱 建物 跡 につい て は全 て、土

坑や溝跡 ・性 格不 明遺構 は遺物 の 出土 状況 が 良好 な もの のみ を記載 して いる。 こう した基 準 を

満 た した遺構 は少 な く、本 報 告 に記 載 した遺構 は僅 か25で あ る。遺構 配置 図 には多 数 の遺 構が

記載 されて い るが 、泥炭層付 近 の遺構 は平 面形 も不 明瞭で 、掘 り込 み も明 らかで な く、遺 物 も

少 な か った。 よって大部 分の遺 構 は選 び出 しの基 準 を満 た さず 、遺構 配置 図上で のみ の記載 と

した。

SB581・SA584(第4図 、 図版3)

B-14区 に位 置 す る。 南北軸 は真北 か ら東 に5.So傾 く。 平面形 は、SB581が 南北3問 ×東

西2問 以 上(調 査 区外 の ため不 明)の 長方 形 を呈 し、東 側 に庇 がつ く。西側 に も庇 が つ く可能

性 は あるが不 明で あ る。SA584はSB581の 東側4mの 位 置す る南北4問 の柱 列 であ る。南北

軸 はSB581と 同 じで 、SB581に 平行 す る。規模 は、SB581が 南北7.Omを 測 り、東西 方 向は

調査 区外 の ため不 明で あ る(残 存値6.2m)。SA584は 南北6.8mを 測 る。柱 問の距離 は、SB

581が2.Om～2.2m、 庇 と母屋 の 問はや や狭 くL8mで ある。SA584は 、L6mを 測 る。柱 穴 は

小 さい もので 直径28c皿 、 大 きい もので直径52c皿 を測 るが、 平均 直径約40c皿 の 円形 を呈す る。柱

穴 の深 さは、検 出面 か ら28cmか ら40cmと 浅 い。SA584は やや小 さ く直径28cm～3.6cmの 円形で

ある。柱 穴 の深 さは、検 出面 か ら18cmか ら20cmで あ る。重複 す る遺構 は ない。柱 穴 か ら直接 出

土 した遺 物 は皆無 で ある。 ただ し、 グ リッ ド出土 の遺物 か ら9世 紀後 半 か ら10世 紀 初頭 の年代

が与 え られ る。

SB582(第5図 、 図版3)

B-15区 に位 置す る。 南北 軸 は真 北 か ら西 に8.so傾 く。平 面形 は南北2問 ×東西2問 の総

柱 の掘 立柱 建 物跡 で あ る。南北5.4m、 東 西5.4mの ほ ぼ正 方形 を呈 す る。柱 穴 問の距 離 は2.O

mか ら2.3mを 測 る。柱 穴 は直径40cmか ら54cmの 円形 で 、検 出面 か らの深 さはほ とん どが28cm

前 後 と浅 い。柱 穴 の覆土 に は炭化 物 を含 んで い る。 他 の遺構 との重 複 関係 はない。SB581と

同様 に柱 穴 か らの 出土遺物 は皆 無で 時期決 定 は難 しい。 グ リッ ド出土 の遺物 か ら9世 紀後 半 か

ら10世 紀 初頭 の年代 が与 え られ る。

SB583(第6図 、 図版3)

B-20区 に位 置 す る。 南北軸 は真北 に対 して西 に7。 傾 く。 平面形 は南北3問 、東西2問 以

上(調 査 区外 に広 が るため不 明)と 東 側 に庇が つ く。西側 は調査 区外 の ため庇が つ くか は不 明

であ る。南北8.8m、 東 西 は調 査 区外 に広 が る ため不 明(残 存値5.2m)。 柱 穴 問の距 離 は2.2m

か ら3.Omで 、庇 との 距 離 はやや狭 く1.8mか ら2.Omを 測 る。柱 穴 は直 径44cmか ら80cmま で ば

らつ くが、平均 直径 約60c皿 を測 る。検 出面 か らの深 さは40c皿 か ら60c皿 を測 り比較 的深 い。 また

EB243は 柱 根 が残 って い た。遺 構 の重 複 につい ては、各 柱穴 に隣i接 して もう一 つ の柱 穴 が存

在 してお り、 建て替 えの結 果 と判断 した。 出土遺 物 は皆 無 で時期 決定 は難 しい。 グ リッ ド出土

の遺 物 か ら9世 紀後 半 か ら10世 紀初頭 と判 断 した。
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検出された遺構

SB600(第5図)

B-21区 に位 置 す る。 南北軸 は真北 に対 して5。 西 に傾 く。 平面形 は南北3問 、東西2問 以

上(調 査 区外 の ため不 明)。 南北5.7m、 東 西 は調査 区外 の ため不 明。柱 穴 問の距 離 はL4m～

2.Omま で幅が あ り、 一定 で はない。 あ るいは柱 穴 の組 み合 わせが 間違 って いる可能 性 もあ る。

柱穴 の検 出面 か らの深 さは22cm～30cmで あ る。EB601・603は 柱根 が残 ってい る。遺構 はSB

583に 隣i接 して お り、 そ の距離 は ほ とん ど重 複 してい る とい って よい。 た だ し柱 穴 の切 りあ い

関係 が ない ため、新 旧関係 はは っ きり しない。またSD5がSB583お よびSB600の 周 りを巡 っ

てお り、あ るい は供 伴す る建物 とも考 え られ よう。 出土 遺物 は皆 無で 時期決 定 は難 しい。SB

583と 同時期 の9世 紀後 半 か ら10世 紀初頭 と判 断 してお く。

SK1(第7・8図 、 図版4)

D-19区 に位 置 す る。平 面形 は、 南北5m、 東 西4.Imの 不 整 円形 を呈 す る。検 出面 か らの

深 さは最 も深 い場所 で36cmを 測 るが 、大部 分 は26cm前 後 で 、底 面 はほぼ平坦 であ る。立 ち上が

りは緩 や かで 、浅 い揺鉢状 を呈 す る。覆土 全体 に黒褐色 を呈 し炭化 物 を含 む。遺物 を多量 に含

み、報 告書へ の掲 載遺物 は110点 をi数える。 出土 遺 物の 内訳 は土 師器100(圷63・ 高 台付 圷29・ 塙

3t甕3t高 台付 皿1t壺1)、 須 恵器10(甕5t圷2t高 台付 圷1t蓋1t壺1)で あ る。 出

土層 位 は ほぼ第5層 か らの 出土 で一括 性 は高 い もの と考 えてい る。須 恵器 の割合 も約10%と 低

い。凡 そ10世 紀初頭 の年代 が 与 え られ る。 なお出土遺物 か らす る とSK1は 土器捨 て場 と考 え

られ る。覆土 中に炭化 物 が かな り含 まれる こ とを考 えれ ば、生 活 か らで た有 機質 の廃 棄物 を も

捨 て てい た可 能性 も高 い。SK1は ゴ ミ捨 て場 と考 えたい。

SK2(第9図 、 図版4)

C-19区 に位 置 す る。 平面形 は南北3.2m、 東 西2.6mの 小 判 型 に近 い不整 形 をなす。検 出面

か らの深 さは約22cmで 、底 面 は ほぼ平坦で あ る。立 ち上 が りは緩や かで ある。覆土 は全体 に炭

化 物 を含 む黒 褐色 を呈 す る。他 の遺 構 との重 複 関係 で は、SK2はSX238を 切 って い る。 出

土遺 物 は比較 的多 く、本報 告 で は33個 体 の実測 図 を掲 載 してい る。 出土 遺物 の内訳 は、33点 中

土 師器が25点(高 台付 圷12t圷8t甕3t壺1t塙1)、 須 恵器8点(甕5t圷2t高 台付 圷

1)で あ る。 土器 の特徴 はほぼSK1出 土 土器 と同 じで あ る。 時期 もほ ぼ同 じと考 える。 なお

SK1と 同様 の理 由 か らSK2は ゴ ミ捨 て場(土 器捨 て場 を兼 ね る)と 考 えてい る。

SK3(第10図 、 図版4)

C-18区 に位 置 す る。 平面形 は南北2.2m、 東 西2.5mの 不 整 円形 を呈 す る。検 出面 か らの深

さは約14cmで 、底 面 はほ ぼ平坦 で ある。立 ち上 が りは緩や かで あ る。 覆土 は他の土 坑 の黒 褐色

堆積 土 と異 な り灰 色 を呈 す。発 掘調査 の過程 で 覆土 第2層 にテ フラ と思 われ る粘土 層が層 状 に

堆 積 して お り分析 を行 った。結 果 は十和 田a火 山灰(AD915)や 約1・3万 年 ～1・4万 年

前 の浅 間板 鼻 黄色 軽 石 あ るい は浅 間草 津黄色 軽石 に由来す る可 能性 のあ る火 山 ガ ラスが検 出 さ

れ た に とどま り、 そ れ とて も同定 の精度 は低 い とされた。他 の遺 構 との重複 関係 は、SB583

に切 られて い る。SK3か らは須恵 器 の圷 が2点(う ち1点 は墨書土 器)と 、土 師器 の圷 が1

点出土 して い る。 時期 は9世 紀 後半 としてお く。
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検出された遺構

SK14(第11図 、 図版4・5)

B-23区 に位 置 す る。 平面形 は南北2.Im、 東 西2.3mの 不 整 円形 を呈 す る。検 出面 か らの深

さは20cmで 、 底面 は平坦 であ る。立 ち上が りは西側 で急 に立 ち上 が るが、東 側 は緩や かで ある。

覆土 は全 体 に褐灰 色 と明 る く、炭化 物 を多 量 に含 んでい る。重複 関係 は、SD5と 連絡 す る と

思 わ れる溝 を切 って いる(SK14が 新 しい)。 出土 遺物 で報 告書 に掲 載 した ものが39個 体 あ る。

内訳 は土 師器33点(圷22t高 台付 圷5t甕5t壺1)、 須 恵 器6点(圷6)で あ る。

SK68(第10図 、 図版5)

K-19区 に位 置 す る。 平面形 は南北1.8m、 東 西L3mの 楕 円形 を呈 す る。検 出面 か らの深 さ

は16cmと 浅 い。底 面 はほ ぼ平坦 で ある。立 ち上 が りは急 で あ る。東側 を後世 の畝跡SK67に 切

られ る。合せ 口甕棺 が 出土 してお り墓墳 と推測 され る。 リン ・カルシ ウム分 析の結 果、地 山 に

比べ て土 坑 内の覆土 は リン酸 の含有量 が高 か った。 墓墳 で あ る こ とを補 強す る資料 で あ る。 出

土遺 物 の合せ 口甕棺 を構成 す るの は2点 の土 師器甕 で、実測 図(第34図)で わかる ようにほぼ

同 じ器形 、容 量 を持 つ。 また両者 と も底 部 に木葉 痕 を持 ち、 ほ ぼ同 じよ うに製作 されて い る。

更 に供伴 遺物 として、合 せ 口甕棺 の内部 か ら出土 した土 師器の両 黒圷 と甕棺 の下 か ら出土 した

土 師器圷 が あ る。 時期 は9世 紀 後半 か ら10世 紀初 頭 を想 定 して い る。 な お、SK68は 調査 区の

東端 に近 い ところで検 出 され てお り、遺跡 の主体 部 か らは約25m程 離 れ た場 所 にあ る。 墓域 に

して は他 に墓墳 が見 つか って い ないた め別 の意 味が あ る ように思 われるが、 資料 不 足 の ため不

明で ある。

SK9(第12図)

H-22区 に位 置 す る。 平面 形 は直 径約1.7mの 不整 円形 を呈 す る。検 出面 か らの深 さは14cm

と浅 く、底面 は平坦 で あ る。 立 ち上 が りは緩や かで あ る。SK9か らは土 師器の圷 と高 台付圷

が1点 つつ 出土 して いる。破 片 資料 の ため時期決 定 は難 しいが 、9世 紀 後半 か ら10世 紀初 頭 と

推測 され る。

SK229(第12図 、 図版5)

D-20区 に位 置 す る。 平面 形 は直 径約L3mの 不整 円形 を呈 す る。検 出面 か らの深 さは18cm

であ る。立 ち上が りはや や急 であ る。土層 の堆積 は 自然 堆積 で 、覆土 は炭化 物 を含 む黒褐 色土

であ る。SK229の 中 には柱 穴跡 の ような痕 跡 が あ り、 そ こか ら土 師器 の両黒 の耳皿 が 出土 し

てい る。他 にSK229か らは中世 の青 白磁 の小 壺蓋 が 出土 してお り、 流 れ込 み と も考 え られ る。

出土 時の記録 の不 備 で詳 しい 出土状 況が不 明で あ るが、 あ るい はSK229自 体 は 中世 の所 産で、

平安 時代 の柱 穴跡 を切 ってい る可能性 も考 え られ る。両 論 を併 記 してお く。 時期 は青 白磁 の時

期 を採 れ ば中世、土 師器 の耳 皿の 時期 を取 れ ば10世 紀前 後 と推量 される。 なお青 白磁 の小 壺 の

蓋 は完形 品で 、山形 県 内で 同形 の完形 品 と しては初 であ る。

SK564(第12図)

1-22区 に位 置す る。 平面 形 は直 径約1.2mの ほぼ 円形 を呈 す る。検 出面 か らの深 さ は約10

cm。 立 ち上が りは緩や かであ る。土層 の堆 積 は 自然堆積 で 、覆土 には炭 化物 の塊 が多量 に含 ま

れて いる。土 師器 の圷3点 、 高台付 圷2点 が 出土 。9世 紀 第4四 半期 か ら10世 紀初 頭 に比定。
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検出された遺構

SK574(第12図 、 図版6)

D-14区 に位 置 す る。南北1.8m、 東西1mの 長 方形 を呈 す る。検 出面 か らの深 さ30cmで あ

る。立 ち上が りは急 で あ る。 覆土 には炭化 物 を僅 か に含 む。遺物 は土 師器 の圷 ・高台付圷 、須

恵器 の圷 が 出土 して いるが僅 かで ある。9世 紀後 半 に比定 。

SP197(第12図)

B-22区 に位 置 す る。 平面形 は直径 約70cmの 円形 を呈 す る。検 出面 か らの深 さは26cmで ある。

立ち上 が りは柱 穴 とす れ ば緩 や かで あ る。 遺物 は土 師器圷3点 で、 うち1点 は墨 書の痕跡 が あ

るが文字 は不 明で あ る。9世 紀 後半 の所産 と考 え られ る。

SP467(第12図)

B-12区 とC-12区 に またが ってい る。 平面形 は直径 約80cmの 不 整 円形 を呈す る。東側 を現

代 の 暗渠跡 に切 られ る。検 出面 か らの深 さは24cmで 浅い。 覆土 には炭化 材 を多量 に含 む。 内黒

の土 師器圷1点 と、土 師器甕 の破 片4点 が 出土 して い る。9世 紀 第4四 半期 か ら10世 紀初 頭 と

して お く。

SD5(第13図 、 図版6)

調 査 区の北 西角 のB-23区 か らE-19区 まで調査 区 を斜 め に南下 し、 その後1-19区 まで東

西 に走 る。検 出面 か らの深 さは約30cmで あ る。SD6と の重 複 関係 は不 明だが、SD224を 切 っ

てい る。SD5の 南北軸 は、 ほ ぼSB583と そ の北 側 に位 置す るSB600の 南 北軸 と同 じで、 そ

れ ら二 つの掘 立柱 建 物跡 を囲 んで いる ように見 える。あるい はSB583に 付属 す る区画溝 の可能

性 もあ る。仮 に区画溝 とす れば、SB583付 近 のSKlt2な ど も、 伴 に区画 され てい た と考

える のが 自然 であ り、 当時の住居 の配置 を考 える上 で も面 白い 資料 とい える。 出土 遺物 で報告

書 に掲 載 した もの が32点 で、土 師器28点(圷15・ 高 台付 圷6・ 内黒 の段 皿1・ 塙3・ 甕2・ 鉢

1)、 須 恵器4点(圷2t壺1t甕1)で あ る。須 恵 器が 少 な く、器形 の特 徴 か ら9世 紀 第4

四半期 か ら10世 紀初 頭 と考 えたい。

SD6(第13図 、 図版6)

D-19区 か らN-18区 まで 、調査 区 を東 西 に横 切 る。検 出面 か らの深 さは約20cm前 後 と浅 い。

SD5と の重 複 関係 は不 明だが、SD157を 切 ってい る。 出土遺 物 は掲載 した もので 須恵 器圷、

土 師器圷 お よび両黒 の圷 が 出土 してい る。 やや底 径 が大 き く、須 恵器 が比較 的多 く見 られ る こ

とか ら、9世 紀第3四 半期 か ら第4四 半期 を中心 と した年代 が 考 え られ る。

SX4(第14図 、 図版9)

D-21区 に位 置 す る。 当初 竪穴住居 跡 を想 定 して調査 を行 ったが、 プ ラン も不 明瞭で柱 穴 も

なか った ため、性格不 明遺構 と した。平 面形 は南北約3.5m、 東 西約5.5mの 長 方形 に見 えるが、

各 辺 で プ ラ ンは乱 れ、 平面形 は 明確 で は ない。検 出面 か らの深 さは深 い ところで 約10c皿 だが、

大部 分 は掘 り込 みが少 な く判然 と しな い。或 いは 竪穴 住居 跡 の 覆土 が飛 ば され 、堀 方 だ けが

残 った もの と も考 えたが結 論 には至 らなか った。 なお、北側 には浅 い掘 り込 みが あ り焼土 が見

つか ってい る。重複 関係 はSD5tSD224に 切 られ てい る。良好 な遺物 は出土 してい ない。S

D5に 切 られ る ことか ら9世 紀 第4四 半期 よ りは古 い と思 われ る。
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検出された遺構

SX12(第15図)

D-17区 に位 置 す る。平 面形 は南北 約11.2m、 東 西約3.6～5.6mの 不 整 長方形 を呈 す るが、覆

土 と地 山の 区別が つ きに く く、 プ ラン も明瞭で ない か った こ とを付 記 してお く。検 出面 か らの

深 さが約12cmと 極 め て浅 い。 覆土 は全 体 に炭化物 を多量 に含 んでい た。 また覆土 第3層 とした

層 か らは灰 色 細砂 の混入 が見 られ、火 山灰 の可 能性 を疑 い分析 を行 った。 その結果微 量 の火 山

灰(十 和 田a火 山灰 ほか3種 類)が 検 出 され た もの の、微量 の ため 同定精度 は高 くない との結

論 を得 た。 出土遺物 は報 告書 に掲載 した もので51点 であ る。内訳 は須 恵器38点(圷29t高 台付

圷1・ 蓋3・ 壺3・ 甕2)、 土 師器13点(圷5・ 塙1・ 壺1・ 甕6)で ある。特 記す べ き点 は、

須 恵器 の比率 の高 さ と墨 書土 器の多 さで あ る。12点 の墨書土 器 が 出土 し、全 て須 恵器で あ った

(圷11t高 台付 圷1)。 ま たSK1やSK2に 見 られ た土 師器の圧倒 的優 勢 に対 して、SX12の

須 恵器 の優勢 は明 らかに違和 感 が ある。 ま た須 恵器 は底 径 が大 き く器 高が低 い ものが多 い。 な

お、器種 と して蓋 が 出土 して い るのは この遺構 だ けであ る。須 恵器 の優 位 と器形 か らは9世 紀

第3四 半期後 半 か ら第4四 半期 を考 えてい る。 最後 に遺 構 の性格 で あるが、 墨書土 器 の多 さを

鑑み れば、何 らかの祭祀 的 な意味合 い を持 つ もの と考 える。

SX10(第17図 、 図版3)

N-21区 に位 置 す る。 当初 竪穴住居 を想 定 してい たが、柱 穴 や カマ ド跡が 見つ か らない こと

か ら、性 格不 明の遺構 と した。平面形 は南 北2.6m、 東 西3.Om以 上 の東 西 に長い 長方形 を呈す

る。東側 は調査 区外 のため不 明で ある。検 出面 か らの深 さは16cm～20cmで 、 立 ち上 が りは急で

ある。 出土遺 物 は須 恵器圷1点 で、底 径が 大 き く器 高が低 い。9世 紀 第2四 半期 に比定 した。

SX102(第16図)

J-19区 に位 置す る。 平 面形 は南 北4.2m、 東 西6mの 東 西 に長 い不 整 長方 形 を呈 す るが、

プラ ンは不 明瞭で あ る。検 出面 か らの深 さは約20cmで 、立 ち上 が りは緩や かであ る。 出土 遺物

は須 恵 器9点(圷2t壺2t甕5)、 土 師器1(両 黒 の圷)で あ る。 ほ とん どが破 片 で あ る。

出土 した須恵 器 は底 径が 大 き く器高 が低 い。9世 紀 第2四 半期前 後 に比定 した。

SX357(第17図 、 図版9)

C-15区 に位 置 す る。平 面形 は南 北1.5m、 東 西2.16mの 東 西 に長 い楕 円形 を呈 す る。検 出

面か らの深 さは18cmで 、 立 ち上 が りは緩や かで あ る。 出土 した遺 物 は、土 師器の 高台付圷 、 内

黒土 師器の高 台付 圷 、土 師器圷 、土 師器甕 、須 恵器 の圷 で あ る。土 師器圷1点 に墨書が施 され

る。 時期 は9世 紀 第4四 半期 か。

SX427(第17図 、 図版9)

C-14区 に位 置 す る。 平面形 は南北2.Im、 東 西2.8mの 東 西 に長 い不 整長 方形 を呈す る。検

出面 か らの深 さは約30cmで 、 ほ ぼ平坦 で あ る。壁 の 立 ち上 が りは急で あ る。 出土遺 物 は須 恵器

の圷t甕 と土 師器 の圷t甕 が1点 つ つ 出土 してい る。時期 は9世 紀第4四 半 期前後 か。

M-20(第17図 、 図版9)

遺 構 で はないが落 ち込 み状 の部分 に土 師器 の甕が ま とま って 出土 して お り、接 合 して ほぼ完

形 に近 くな ったの で、地 点名 のみ挙 げ てお く。

一24一



一25一



一26一



一27一



出土 した遺物

V出 土した遺物

本遺跡 から出土 した遺物 は、包含層t遺 構内出土 をあわせて整理用の コンテナ45箱 分である。

時期 的には平安時代 の9世 紀第3四 半期若 しくは第4四 半期 から10世紀初頭 を主体 とす る。土

器の種別で は土 師器が主体 を占め、須恵器は1割 前後でほとんどが破片である。他 に土製品t

石製 品が ある。奈良 ・平安時代以外 では中世 に属する遺物 もご く僅 かだが存在する。先ず奈

良 ・平安時代の土器の年代 を圷 を中心 に検討する。その後遺構の共伴土器か ら時期毎の土器の

組成 を検討す る。なお、遺物 について述べ る前 に、遺物 の選択基準 と用語の定義 に触れてお く。

遺物の選択基準:遺 構の性格 を明 らかにす るように、なるべ く小 さな遺物 も実測 している。

特 に数量的 に少なかった須恵器などは、掲載 した遺物 より小 さいな物は どれ も器種が特定で き

ない ような小破片である。

遺物の計測値:表 や本文中に示 した遺物の計測値の中で、()で 示 した数値は残存値若 しく

は推計値である。残存値 と推計値の違 いは特別 に明記はしていない。

統計に使用 した資料数:法 量計算 を行 う上で使用 した資料 は、口径 ・底径 ・器高が実測で き

る もの若 しくは推計で きるものに限った。3点 の計測値 のうち1点 で も不明の ものは統計資料

か ら除外 している。

口径 ・底径 ・器 高 ・外傾度:第19図(p48)に 模式図を示 した。底径t器 高は高台の付 くも

のについては台部の底径 と、台部 を入れた器高 を計測値 としている。外傾度 は土器の主軸 に対

する体部の角度 を表す。 よって外傾度が小 さいほ ど垂直に近 く、大 きいほど外 に開 く器形 とな

る。なお、 ここでい う外傾度は単純 に口端 と底部端 を結 んだものであ り、体部の膨 らみなどの

要素は一切捨象 している。他の報告書や論文では体部の膨 らみ を外傾度 に反映 させているもの

もあるが、本報告書ではその定義 を採 っていない ことを予めお断 りしてお く。また高台付圷の

外傾度は、高台部 を含めず圷部で計測 している(第19図 参照)。

底径指数:「 底径÷口径 ×100」 で求められる数値。これは口径 に対 する底径の割合 を示 して

お り、 口径 を100と した場合の%を 示す。

器高指数:「 器高÷口径 ×100」 で求められる数値。これは口径 に対 する器高の割合 を示 して

お り、 口径 を100と した場合の%を 示す。

指数 グラフ:X軸 に底径指数 を、Y軸 に器高指数 を取 ったグラフ。口径 を100と した場合の

底径 と器高の割合 を示 したグラフ。本書で掲載 したグラフは全て指数 グラフである。

以上の ように用語 を使用 している。

1奈 良 ・平安時代の須恵器圷 ・土師器圷

最初 に土器の分類 とその方法 を、次 に他遺跡 との法量 の比較 により分類毎の時期決定 を、最

後 に遺構の時期 と土器の共伴関係 を検討す る。

土器の分類方法:土 器分類は第1表(p30)土 器分類表 と、第18図 土器分類図(p31)を 参

照されたい。基本的に分類の方法は器形で単純 に分類 している。法量 による分類 を行ったのが、
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出土 した遺物

須恵器圷 ・高台圷、土師器圷 ・高台圷、黒色土器圷 ・高台圷である。 これらは完形 品が多 く資

料数が多いため可能であった。この時期の土器は時間の推移による器形変化 に乏 しく、器形の

微妙 な変化 を捉えるには法量 による分類が有効である と考 えたためである。

法量 による分類の方法 は、先ず①資料 の抽 出を行 った。次 に②底径指数 ・器高指数 を求め、

指数グラフを作成 した。③指数グラフ上の ドット集中域 を検討 し仮 の分類 を行った。 しかし法

量のみでは ドットの集中域 を他の集中域か ら分離することが難 しいため外傾度の要素 を取 り入

れた。集 中域が うま く分離で きるような外傾度 を求め、 これ を基準 として更 に分類 を行 った。

④最後 に同一分類 内で器形毎 に分類 した。 よって分類基準の優先順位 は、1法 量(底 径指数 ・

器高指数)、2外 傾度、3器 形 となる。

他遺跡 との法量比較:他 遺跡の土器の法量 を検討することにより、本遺跡の時期 を決定する。

比較資料 は山形盆地 の①寒河江市の平野山古窯群第14地 点1号 窯跡、② 同古窯群第14地 点2号

窯跡、③ 同古窯群第12地 点SQ33窯 跡及び灰原H出 土土器(報 告書でいう 「C群土器」)、④同

古窯群第12地 点SG31捨 場 出土土器(報 告書でい う 「D群 土 器」)、⑤ 山形市馬上 台遺跡SK

1・2・4・5土 坑出土土器である。

それぞれの時期 を報告書などで比定する と、① は9世 紀第2四 半期、②は① と近いがやや新

しい もの もあるため9世 紀第2四 半期(新)、 ③ は報告書では9世 紀第2四 半期 としているが、

平成10年 度の城柵官衙遺跡発表会資料では9世 紀第3四 半期 に比定 されている。④ は報告書で

は9世 紀第4四 半期 とされている。⑤ は報告書では10世 紀初頭 とされるが、土師器の小型圷の

出土 しないSK4と 出土するSKlt2t5の 問に時期差が想 定される。

<須 恵器圷A>

A1類:法 量的 にも器形的 にも異質であ り検討から除外する。時期的には8世 紀 中頃 を想定

しているが、 ここでは根拠 を含めて触 れない。

A2類:法 量的 には③ に近い。 しか しA2類 は底部回転箆切 りであ り、③ は報告書に よれば

全て回転糸切 りであ り回転箆切 りは組成 しない。近い時期の資料 として① ・② と比較す るとや

や外 れるが、変異の中には入 って くる。また① ・② には底部回転箆切 りも若干なが ら存在する

らしい。 よって① ・② の時期である9世 紀第2四 半期(古)に 比定する。但 し回転箆切 りであ

ることを考慮すると9世 紀第1四 半期 まで さかのぼる可能性 も考えられる。

A3類:法 量的 には③ に近い。③ よりもやや古い①t② はA3類 よりも底径が大 きく器高が

低 く時期差が想定 される。③ とA2類 を比較する と器高はほぼ同 じだが、③の方が底径 に幅が

ある。③の時期に含 まれると考える。③の時期 を取 り9世 紀第2四 半期 噺)若 しくは9世 紀

第3四 半期 とするが、 どちらか といえば9世 紀第3四 半期 と考 えたい。

A4類:底 径は③ と同 じだが器高が指数の単位で5ほ ど大 きい。須恵器の器高が漸次大 きく

なる ことを考 えれば③ よりも新 しい。④の法量は底径が40前 後で、器高が30～35に 収ま り、A

4類 とは底径 ・器高共にほぼ同 じである。④ とほぼ同 じ時期が想定 されるがA4類 の器高の分

布が低 い ことか らやや早い時期 とも考 え られる。③ と④ の問の時期 と考 え9世 紀第3四 半期

(新)若 しくは9世 紀第4四 半期(古)に 比定する。
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第1表 土器分類表

種別 器種 分類 ロク ロ 底径指数 器高指数 鼻傾度 器 形 鼻面調整 内面調整 底部形態 切離 し

1

須

恵

器

A

無

台

圷

1 使用 71 27 一 底部からの立ち上が りが直に近い。箱型。
曲

箆ケスリ ロク ロ 平底 回転箆切

2 使用 駒 2§ 45 口径に比 して底径 ・器高共に小さい。体部が内轡気味に立ち上がる。 ロクロ ロク ロ 平底 回転箆切

3①
使用 3邑～42 a4～27 45超

口径に比 して底径 ・器高共に小さい。体部が直線的に立ち上がる。
ロクロ ロク ロ 平底 回転糸切

3② 口径に比 して底径 ・器高共に小さい。体部が内轡、口縁部で鼻反。

4①

使用 40～50 30～35 40～50

やや器高が高い。体部が直線的に立ち上がる。

ロクロ ロク ロ 平底 回転糸切4② やや器高が高い。体部が内轡、口縁部で鼻反。

4③ やや器高が高い。体部が内轡気味に立ち上がる。

5①
使用 40～50 35～40 3邑～43

底径が小さく、器高が高い。体部が内轡、口縁部で鼻反。
ロクロ ロク ロ 平底 回転糸切

5② 底径が小さく、器高が高い。体部が内轡気味に立ち上がる。

暑

県

1 使用 45超 45～50 35未満 底径 ・器高共に大きく、鼻傾度が小さい。体部が内轡 し、口縁部で鼻反。 ロクロ ロク ロ 高台 回転糸切

2 使用 45～50 40～45 35～40 器高がやや低いもの、体部が内轡気味に立ち上がるものと、内轡後、口緑部で丼反するものがある. ロクロ ロク ロ 高台 回転糸切

3 使用 40前後 40前後 40以上 口径に対して底径が小さく、鼻 に大きく開く。体部は内轡気味に立ち上がる。 ロクロ ロク ロ 高台 回転糸切

o双 耳圷 使用
一 一 一 耳部の破片資料のみ。 ロクロ ロク ロ 一 一

D

蓋

1 使用 一 一 一 器高が低 く、平坦な天井部を持ち、口縁端部が内側に屈曲する。 ロクロ ロク ロ 一 一

2 使用 一 一 一 器高が低 く、平らな天井部で、摘みを持たない。口縁部で鼻反する。 ロクロ ロク ロ 一 回転糸切

E甕 使用 一 一 一 中型の甕。丸みを持つた胴部の中位 に最大径。口縁部で鼻反する。 ロクロ ロク ロ 一 一

F

壺

1 使用 一 一 一 無台の壺。体部中位に最大径。短頚壺か? ロクロ ロク ロ 平底 一

2 使用 一 一 一 有台の壺。長頚壺か? ロクロ ロク ロ 台圷 里雛 撰
o硯 使用 一 一 一 風字硯。破片資料。 ロクロ

曲

ケ ス リ 脚付 一

1

土

師

器

A

無

台

圷

1 使用 40～4邑 40超 趾 ～3巳 底径 ・器高共に大きい。体部が内轡 し、口縁部で鼻反。 ロクロ ロク ロ 平底 回転糸切

2a①

使用 45～50 胆 ～50 胆 ～37

やや器高が低い。体部が直線的に立ち上がるもの。

ロクロ ロク ロ 平底 回転糸切2a② やや器高が低い。体部が内轡、口縁部で鼻反。

2a③ やや器高が低い。体部が内轡気味に立ち上がる。

2b①

使用 37～42 33～3邑 37～41

2aに 比 し底径 ・器高共に小さい。体部が直線的に立ち上がるもの。

ロクロ ロク ロ 平底 回転糸切2b② 2a}こ 上ヒし底径 ・器高 共}こイ、さレ}。体部 力宙内轡 、 口縁 部で 鼻反 。

2b③ 2aに 比 し底径 ・器高共に小さい。体部が内轡気味に立ち上がる。

2。 ①

使用 35～45 30～35 41～4巳

更に底径 ・器高が小さい。体部が直線的 に立ち上がる。

ロクロ ロク ロ 平底 回転糸切2。 ② 更に底径 ・器高が小さい。体部が内轡、口縁部で鼻反。

2。 ③ 更に底径 ・器高が小さい。体部が内轡気味に立ち上がる。

3①
使用 35～45 25～ 帥 4巳～52

小形の圷。器高が小さく、強く鼻傾。体部が内轡、口縁部で鼻反。
ロクロ ロク ロ 平底 回転糸切

3② 小形の圷。器高が小さく、強く鼻傾。体部 は内轡気味に立ち上がる。

B

有台

圷

1 使用 50前後 駆 ～5巳 3§ 底径が大 きく、器高の低いもの。体部が内轡、口縁部でやや鼻反する。 ロクロ ロク ロ 高台 回転糸切
〆

回転糸切
十

菊花状ナ
デツケ

2①
使用 45～50 40～45 33～40

底径がやや小さく、器高の高いもの。体部が直線的に開 く。 ロクロ ロク ロ 高台

2② 底径がやや小さく、器高の高いもの。体部が内轡、口縁部で鼻反。 ロクロ ロク ロ 高台

3 使用 35～40 35～40 43～4邑 底径が極端に小さく、器高も中程庚のもの、体部が直線的に開くものと内弩気味に開くものがある. ロクロ ロク ロ 高台

o皿 使用 4揃 後 23～23 5〕～55 中実の台状の底部から、体部が直線的に鼻 に大 きく開くもの。 ロクロ ロク ロ 回転糸切

D高 台付皿 使用 阻 32 5巳 圷部の器高が極めて小さ く、直線的に大 きく鼻 に開 く。

E

甕

1 不使用 一 一 一 大型の長胴甕。胴部上位 に最大径。口縁部で屈 曲し強く鼻反する。 ハケ メ ハ ケ メ 平底 一

2 不使用 一 一 一 大型の長胴甕。胴部中位 に最大径。口縁部で屈 曲し強く鼻反する。 ハケ メ ハ ケ メ 一 一

3 不使用 一 一 一 中型の長胴甕。体部中位 に最大径。口縁部で屈 曲し強く鼻反する。 ハケ メ ハ ケ メ 平底
曲

ケス リ?

4 不使用 一 一 一 小形の甕。体部中位に最大径 を持つ。口縁部で屈曲し強 く鼻反する。 ハケ メ ハ ケ メ 一 一

5 使用 一 一 一 大型の長胴喪。伸部億丸みを帯び、胴部中位に最大径ロロ緑部で屈曲し一旦餌反するが、再び屈曲し口緑部が内智するものロ
ケズ リ
タタキ

ハ ケ メ
箆 ナ デ 平底 一

巳 使用 一 一 一 中型の長胴i凱体部は丸みを帯び、胴部中位に最大径、口縁部で屈曲し再び立ち上が翫 ケズ リ ハ ケ メ 一 一

7 使用 一 一 一 有台のものを一括 した。 ハケ メ ハ ケ メ 高台 一

F壺 不使用 一 一 一 小形の壺。他は破片資料 のみ。 ハケ メ 箆ナデ 一 一

o

禍

1 使用 一 一 一 体部が内轡気味に立ち上が り、口縁部で鼻反す るもの。 ハケ メ ハ ケ メ 一 一

2 使用 一 一 一 体部がほぼ直線的に開 くもの。口縁部は微妙に鼻反する。 ケズ リ ナデ 一 一

皿

土

師

器
11
里…
色
土
器

A無 台圷 使用 43～4邑 37～42 胆 ～3邑 底径に対して器高が高く、外傾度が小さい。体部は内彗気味に立上昌肋 ヒ、内彗後口緑部が外反す昌肋 ヒがあ昌,

ロクロ

〆
ロクロ
十

ミガキ
十

黒色化

ロクロ

〆
ロクロ
十

ミガキ
十

黒色化

平底 回転糸切

暑県

1①

使用 45～50 40～45 35～3§

底径 ・器高共に大きいもの。体部は直線的に開 く。

1② 底径 ・器高共に大きいもの。体部が内轡、口縁部で鼻反す るもの。

1③ 底径 ・器高共に大きいもの。体部が内轡気味に開 くもの。

2①

使用 40～45 35～40 40超

底径 ・器高共小さいもの。体部 は直線的 に開 く。

2② 底径 ・器高共小さいもの。体部 は内轡、口縁部で鼻反するもの。

2③ 底径 ・器高共に小さいもの。体部が内轡気味に開 くもの。

O高 台付碗 使用 47 45 3邑 底径 ・器高共に小さい。体部が内轡 しながら立ち上がる。 高台 回転糸切

D段 皿 使用 一 一 一 体部は段を持ちながら大きく開 く。 一 一

E耳 皿 不使用 口縁部の両側を内側に折 り込んでいる。 高台 ?→ ナデ

F

駆籍

A碗 使用 一 一 一 器高が低 く、体部が内轡 しながら立ち上が り、口縁部で鼻反する。 台付

B長 頚壺 使用 一 一 一 破片資料のみ。
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出土 した遺物

A5類:底 径が④ より もや や大 きいが、 器高 は指 数の単位 で5ほ ど大 きい。 よって、A5類

は④ よ りも新 しい と判断 した。④ よ り新 しい ことか ら10世 紀 初頭 も十 分 に考 え られ るが 、須恵

器圷 が存 在す る こと を考 える とまだ9世 紀代 に入 る可 能性 があ る。 よって9世 紀 最終末期 か ら

10世 紀初 頭 と して お く。

<土 師器 土不A>

A1類:底 径t器 高共 に大 き く古 い 要素 を持 って い る。 ただ し山形 盆地で はロ クロ成形 の土

師器圷 出現期 にあ た る9世 紀 第2四 半期 か ら第3四 半期 の資料 が少 な く厳密 な意 味で は比較で

きな か った。④ と比較す る とA1が 底 径t器 高 共 に大 き く、④ の時期 よりは古 く、9世 紀 第2

四半期 か ら第3四 半期 に比定 され る。

A2a類:器 高 は④t⑤SK4と 同 じだが、底 径 が指 数 の単位 で5程 大 きい。 ば らつ きの範

囲 とす れ ば④t⑤SK4と 同 じ時期 、 そ うで なけれ ばやや古 い様 相 を持 つ。

A2b類:④t⑤SK4と 同 じ傾 向 を示 す。 よって④t⑤SK4と 同 じ時期 に比定 され る。

A2c類:④t⑤SK4よ りも底径 ・器 高共 に低 く、⑤SKlt2t5に 近い 。

法 量 的 には④ 及 び⑤SK4は 同 じ範 囲に ま とまるが、或 い は9世 紀 第4四 半期 と10世 紀 初頭

の土 師器圷 にはあ ま り大 きな変化 はな いの か もしれ ない。 ここで は9世 紀第4四 半期 か ら10紀

初頭 に比定 してお く。但 し土 師器圷A2c類 は よ り新 しい様 相 を示す 。

A3:⑤SKIt2t5と 同 じ く底 径t器 高 共 にやや小 さい 。⑤ 報 告書で い う小 型圷 にあた

る。底径t器 高の縮小 化 が一層 進行 してい る。⑤SKIt2t5の 範 囲 に等 し く、小 型圷 の出

現期 と して10世 紀 第1四 半期 か ら第2四 半 期 に比定 され る。

遺構毎 の 出土状 況:遺 構 単位 で どの分類 の土 器が 共伴 す るの か を ここで は検 討 す る。検 討 の

対象 とな る遺 構 は、 ある程 度 の一括性 が保 証 され、 かつ 出土 土 器点数 が多 い もの となる。 この

条件 を満 たす 遺構 はSK1・2・14・68・SX12の 僅 か5基 に過 ぎない。全 て土 坑類で あ る。

SK1:須 恵器 は全 て破 片 資料 で 、器種 も壺t甕 に偏 る。須 恵器 の圷t高 台付 圷 は1点 づ っ

で全 形 も不 明であ る。須 恵器 の供膳 形 態が 組成 す るの か も疑 われ る。土 師器 供膳 形 態 は圷A2、

A3類 の各 細 分 の土 器 が 出土 して い る。他 に土 師器 で は高 台付 圷B3類(22-16、24-9)、

高台付 碗(23-6t7)、 高 台付 皿(22-15)が あ る。黒 色 土 器 で は圷 は な く、 高台圷B2類

(23-8・10)が 共伴 す る。煮沸 形 態の土 師器で は甕E6(23-3)、 塙G1(22-21)が あ る。

土 器 の斉 一性 が強 く、 ほ とん ど時期 幅 を想 定 しない 。10世 紀 初頭(第1四 半 期)と してお く。

SK2:須 恵器 は全 て破 片 資料 で 数 も少 ない。壺 ・甕が 主で あ る。土 師器 の供膳 形態 で は圷

が少 な く、高 台付 が多 い。土 師器 は圷A2b類(26-1t2)、A3類(26-10)、 高 台付 圷B

2類(26-3t4t5)が 出土 してい る。SK1の ような極 端 に底径t器 高 が小 さ く、 大 き く

外 に開 く土 師器高 台付 圷B3類 は共伴 しない。黒色 土 器圷 はな く高 台付 圷B1類(27-1・15)

が共伴 す る。 器形 的 に も土 師器高 台付 圷 に近 い。煮 沸形 態 で は土 師器 甕E5(26-13)tE6

(26-t14)が 出土 して いる。SK1と ほぼ 同 じ時期 と考 え たいが、 須恵 器が 組 成す る こ とか

らやや古 い。 土 師器圷A3類 の時期 を取 れ ば10世 紀初頭 以 降 とな るが 、A3自 体 が少 な く土 師

器高 台付 圷B2類 に主体 があ り、大 き く下 る ことはない。 よって10世 紀 直後 としてお く。
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出土 した遺物

SK14:須 恵 器圷 はA5類 が3点 出土 してい る(33-17、34-2t3)。 須 恵 器で 器形 の判

別で きる ものが比較 的多 い ものの基本 的に少 ない。土 師器供膳 形 態で は圷がA1～A2類 まで

満 遍 な く出土 して い る。但 しA1類 はや や異 質 で あ る(33-11t13)。 主体 はA2b類(33-

5・6)、A2c類(33-1・2・4・7・9・10・13)で あ る。 また土 師器 の小 型」不で あ る

A3類 が組成 しない点 は重 要 であ る。遺構 の 時期 の 下 限が10世 紀 初頭 より下 らない ことを意味

す る。土 師器 高 台付 圷 はB3類(33-8)が 出土 してい る。黒色 土 器 は破 片 資料 の みで あ る。

土 師器 の煮 沸形 態 で はE3(34-1)tE4(33-15t16)tE7(34-5)が 出土 して い る。

全体 に見 て土 師器圷A1は 特異 だが 、土 師器圷 の時期 か ら凡そ9世 紀 第4四 半期 か ら10世 紀初

頭 に比 定 され る。但 し数 は少 ないが須 恵器 が存在 す る こ とか ら10世 紀 まで下 らず9世 紀 末 と し

てお く。

SK68:合 せ 口甕棺 が埋 設 され た墓墳で あ るが、 一括 性 があ る ため こ こで 触れ る。 出土 した

土 器 は、甕棺 の本体 で あ る甕2点 と甕棺 内部 に内蔵 され てい た土 師器1点 、 そ して甕棺 の下 か

ら出土 した黒色 土 器1点 であ る。甕 は非 ロ クロ調 整 の土 師器で 分類 のE1類 であ る。土 師器圷

はA1類 が1点 で あ る(38-4)。 黒色 土器 はA類 であ る(38-3)。 圷 類 の検 討 か ら9世 紀第

3四 半期 か ら第4四 半期 に比 定 される。黒色 土 器の圷 が あ り高 台付 圷 が ない こ とや、須 恵器 の

ない こ とも重 要 だが、資料 数 が少 ない ことか ら、須 恵器が全 く組 成 しな い とす る には根拠 に乏

しい。 よって こ こで は時期 的 には幅 を持 たせ てお く。

SX12:須 恵 器が 主 体 をな し、須 恵 器圷A3類(31-1t4t6)、A4類(30-1t3t

5t18、31-2t14t17t18)、A5類(30-19t31-5)ま で 出土 して い るが、 出土i数 か ら

する とA3類 が主体 を占め る。他 に須 恵器 高 台付 圷B3類 、蓋DltD2類 、甕E類 、 壺F2

類 、土 師器圷A2c類 、 甕E4類 が 出土 して いる。 また底 部切 り離 しが 回転 箆切 りに よる須恵

器圷A2類(30-6)が 出土 して いる点 も看過 で きない。須 恵 器圷 か らす る と9世 紀第2四 半

期 か ら9世 紀 第4四 半期 まで 時期幅 が ある。須 恵器 高台付圷B4類 も時期 的 には新 し く、9世

紀 第4四 半期 に比 定 され る。土 師器圷 は先 の検 討で9世 紀 第4四 半期 か ら10世 紀初 頭 につ いて

は法 量 的 に大 きな変化 が つ かめ ない こ とが わか って お り、土 師器圷A2c類 が9世 紀第4四 半

期 に存在 して も良 い。 ま た集落 跡で は登 り窯 な どの生 産遺跡 と異 な り単 純 な形で の土器 の一括

性 は期待 で きない 。廃 棄 時期 が一緒 で も伝 世 な どに よ り他 時期 の土器 の共伴 があ りえる か らで

ある。 よってSX12に ついて は廃 棄 時期 を最 も新 しい土 器群 の 時期 を採 り9世 紀 第4四 半期 と

するが 、9世 紀第2四 半期 か ら9世 紀 第3四 半期 の 資料 も混 在 す る可 能性 を否定 で きない。

2奈 良 ・平安 時代 の その他 遺物

こ こで は前 項で触 れな かった遺物 の 中で 説 明の必 要 な もの につい て述 べ る。

須 恵器

く須 恵器 高 台付圷B>須 恵 器の高 台付圷 は、法量 に よる分類 を行 って いるが 資料 数 が少 な く、

他遺 跡 との法 量の 比較 に よる時期 の比定 に は至 って い ない。全体 に10世 紀 まで下 らない。

B1類:3点 の みで あ る(40-8・41-19・44-8)。 外 傾 度 が小 さ く、圷 身 の深 い もの。
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出土 した遺物

本遺 跡 で は古 手 に属 す る。

B2類:4点 のみ で あ る(37-20・41-14・43-12・47-17)。 器 高がB1類 よ り も小 さ く

な り、外 傾度 も大 き くな る。 やや新 しい。

B3類:1点 の みで あ る(30-2)。 底 径 が小 さ くな り、外 傾 度 も極 め て大 き く、外 に大 き

く開 く。須恵 器 と しては9世 紀 第4四 半期 まで 下が る可 能性 が あ る。

<須 恵器硯G>硯 類 は3点 出土 して い る(52-7t8t9)。 全 て風字 硯 で あ る。52-7は

SX375出 土 で、 内外 面 と もに箆 ケズ リ調整 され る。底 部 に は脚 が つ く。内面 の陸部 と海 部 の

境界 には仕切 りが な されてい る。52-8はM-17区(旧 河 川跡)出 土 で、 内外 面 共 に箆 ケズ リ

調整 され るが 、52-7の よう に仕切 りはな く、 陸部 と海部 の境界 も判然 と しない 。

土師器

く土 師器 高 台付圷B>土 師器の高 台付圷 は法量 で 分類 は して い るが 、資料 数が少 な く、他遺

跡 との法 量比 較 は出来 な かった。9世 紀第2四 半期以 降 と考 えてい るが、資料 が少 ない。

B1類:2点 のみで あ る(44-11・46-18)。 底 径 が大 き く器 高 の小 さい もの。古 手 に属 す る。

B2類:7点 あ る(22-16・26-3t4t5t6・37-14・45-4)。 底 径 が小 さ く外 傾度

が大 きい。SKlt2か らの 出土 よ り9世 紀 の最終 末 か ら10世 紀 初頭 の 時期 が与 え られ る。

B3類:2点 の み で あ る(24-9・33-8)。 口径 は大 きいが 、底 径 ・器 高 が 共 に小 さ く、

外傾 度 が極 めて大 きい。SKlt14か らの 出土 を考 える とB2類 と大 きな時 間差 は ない ようだ

が、器形 的 には大 き く異 な り、 より新 しい様 相 と とらえたい。

<土 師器 皿C>2点 の み の出土 で あ る(41-5・12)。 小形 の土 師器圷 に似 るが、 よ り外 傾

度 が大 きい。 底部 は 台付 で はないが か な り厚 めで、後世 の柱 状 高台 を思 わせ る。新 しい様 相 か。

<土 師器 高 台付皿>1点 のみ の 出土 で あ る(22-15)。 器形 的 には土 師器 皿Cに 似 る。但 し

底 部 に台が ついて い る。SK1か らの 出土 で土 師器 皿 同様 に新 しい様 相 とと らえたい。

黒色 土器

黒 色土 器 は全般 に数が少 ない。圷 と高 台付 圷 に分 け られ、圷 は古手 の土 師器 に似 る。圷 はS

Klt2t14等 には組成 しない ため、10世 紀前後 には廃 絶 す るの か も しれない。 これ に対 して

高台付圷 は10世 紀前 後 に は黒色 土器 の主体 となる。黒色 土 器の圷 と高 台付圷 は時期 ・系統 が異

な り、 その性 格 につ いて も考慮 す る必 要が あ る。黒色土 器 で は他 に灰 紬 陶器 の模倣 と疑 われる

段 皿や 耳皿 も出土 してい る。黒色 土 器高 台付 圷 、特 に内外 面 を丁寧 な ミガキ調整後 に黒色 処理

する両黒 の土 器 は、 その制 作技 法が黒 色土 器 の耳皿 や段 皿 に共 通 してお り、灰 紬 陶器や緑 紬 陶

器の模倣 と も考 え られる。

<黒 色 土器 圷A>2点 の みの 出土 であ る(30-4・51-5)。 破 片 資料 で は圷 か台付 か判断

で きない もの もあ ったが 、大 部分が 台付 と判断 した。 ロ クロ成形 で あるが、 内面 ミガキ調 整後

黒色 処 理 され る。30-4はSX12出 土 で、SX12の 中で も古 い もの と考 え られ る。

<黒 色 土器 高台 付圷B>

B1類:7点 出土 して い る(27-1・15・31-11・36-6・37-27・39-7・41-20)。 底

径 ・器 高共 に大 きい もの。外 傾 度が小 さい。や や古 い。体 部の 立上 りが直線 的 な もの と、 内轡
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出土 した遺物

気 味 に立上 り口縁 部で屈 曲す る もの、 内轡気 味 に立上 り口縁 部 に至 る ものに細分 され る。

B2類:6点 出土 して い る(23-8・10・39-8・41-8・42-16・44-12)。 底 径 器 高共

にB1類 よ り小 さい。結果外 傾 度が 大 き く、外 に大 き く開 く器形 とな ってい る。B1同 様 に器

形 に よ り3分 され る。

<黒 色 土器 段皿D>1点(28-19)がSD5か ら出土 してい る。 ロ クロ成 形で 内外 面 ともミ

ガキ調整 後、 黒色 処 理 され る。体部 中位で段 が つ く。底 部 は欠損 してい るが 恐 ら く高 台が つ く。

<黒 色 土器 耳 皿>1点(40-13)の みで、SK229出 土 で あ る。内外 面 共 に ミガ キ調整 後黒

色処 理 され る。

灰 紬 陶器

く灰 紬 陶器 碗A>灰 紬 陶 器の碗 は4点 出土 して い る(52-2・4・5・6)。 全 て破 片 資料

であ るが、52-2の み全形 が伺 える。全体 に厚 手で 、体 部 は内轡 しなが ら立 ち上 が り口縁 部で

強 く外 反す る。 口縁 端部 は水 平 に近 い。高 台 は低 く僅 かに外 に開 く角 高 台で あ る。底部及 び体

部 に回転 箆削 りが施 され る。 内面 は灰 紬が 施 され る。猿 投K-14の2型 式 に比定 。52-4はS

X427出 土 の 口縁 部破 片 であ る。 内外 面 に灰 紬 が施 され る。 口縁 端 部 の外 反 が 弱 い。 猿投K-

90の2型 式若 し くは3型 式 に比 定。52-5はH-3区 出土 の底 部 か ら体 部 中位 の破 片 で あ る。

高台 は長 く三 日月 高 台に近 い 。底部 ・体部 下半 に回転 箆 ケズ リが施 され る。 体部 は直線 的 に開

くようであ る。灰 紬 は内面底 部の高 台接地 面 には施 され ない。猿 投K-90の2型 式 に比 定。52

-6はK-15区 出土 の体 部破 片 で ある。体 部外 面 に回転 箆 ケズ リが施 される。内 面 に灰紬 が施

され る。体部 が内轡気 味 に立 ち上が る ことか ら、猿投K-14か らK-90(古)に 比定。

<灰 紬 陶器 長頚 壺B>1点 の み出土 して いる(52-3)。 体 部若 くは肩 部 の破 片 で あ る。極

めて小 さ く器 形 を窺 うこ とは困難で あ る。 また時期 も決 定 しが たい。猿 投K-90頃 として お く。

石製 品

石 帯が1点 出土 してい る(52-10)。F-17区 出土 で あ る。黒色 粘板 岩 の丸 靹 で、 表面 及 び

側 面 は良 く磨 かれ る。裏側 の 三方 に二孔一対 の潜 り孔 を空 けて あ る。潜 り孔 は互 い に斜 め に穿

孔 されてお り、2孔 の接 点で貫 通す る ように作 り出 され てい る。裏側 の潜 り孔周辺 は3ヶ 所 と

も破 損 して い るが 、補修 の ため にで きた もので は ない。9世 紀 か ら10世 紀 の もの であ ろ う。 山

形県 内での腰 帯具 は、8世 紀代 の金属 製 の鍔 帯 が置賜 盆地 か ら、9世 紀 か ら10世 紀 に比 定 され

る石 帯 は庄 内の飽 海地方 か ら複 数 出土 してい る(当 セ ン ター 『西谷 地遺 跡第3次 発 掘調査 報告

書」1996、P91参 照)。 しか し山形 盆 地 か らの 出土 は僅 少 で、 これ まで は山辺 町の達 磨寺 遺跡

か ら石 帯の巡 方が1点 出土 したの みで ある。本遺 跡 か らは石 帯以外 に風 字硯t段 皿t耳 皿t灰

紬 陶器 な ど特 異 な遺 物が 出土 して お り、遺 跡 の性 格 を考 え る上 で興味 あ る遺 物で あ る。

3他 時期 の遺物

奈 良 ・平安 時代 以外 の遺 物 につ いて一括 す る。

<青 白磁 小 壺蓋>1点 出土 して いる(52-1)。SK229か らの 出土 で ある。蓋 の上部 には蓮

弁文 が2段 施 され る(上 段6弁 、下段16弁)。 胎 土 は乳 白色 を呈 し、 紬 は 白みの 強 い青 白色 を
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出土 した遺物

呈する。紬は上面 にのみ施 され、内面には施紬 されない。上部の一部が欠損する もののほぼ完

形である。摘みは付 かない。13世 紀代 の ものであろう。発掘段 階では完形品の県内初出になる

が、近年の発掘では東根の小 田島城跡で も出土 している。破片では寒河江市の三条遺跡 にも類

例がある。

中世の遺物で特記すべ きものはこの1点 のみである。奈良 ・平安時代 に最上川の後背湿地の

僅 かな微 高地 に遺跡があることか ら、中世で も同様 の微 高地 を占地 していて もおか しくない。

遺跡 の主体部 には中世の遺構が存在する可能性 もある。

出典

1平 野山古窯群第14地 点1号t2号 窯跡の資料 データは、寒河江市教育委員会 『平野山窯跡

第14地 点発掘調査報告書」のデータを、「とことん須恵器 を見 る会」第9t10回 資料 で再計

測t再 実測 した ものを2次 利用 している。

2平 野山古窯群第12地 点のC群 土器tD群 土器の資料 データは、財 団法人山形県埋蔵文化財

セ ンター 『平野山古窯跡群第12地 点遺跡第2次 調査発掘調査報告書」のデータを一部再処理

して利用 している。また、本報告書で使用 した同遺跡 のC群 土器デー タはSQ33と 灰原Hの

双方 を一つにまとめてグラフ化 している。同遺跡の報告書では灰原Hの 資料がSQ33と 比べ

て法量的 にばらつ きがあるとされ別個にグラフ化 されているが、筆者は大 きな違いはないと

判断 したためである。 なおデータは担当であった須賀井 明子氏 から提供 していただいた。

3馬 上台遺跡の各土坑 出土の土器 については、山形市教育委員会 『馬上台遺跡発掘調査報告

書」の観察表から土師器圷 を抽出 し再処理 した ものを利用 した。
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須圷 比較資料 時期 中袋遺跡 土圷 比較資料 時期 中袋遺跡

A1 な し 8c中 A1
④ 平野 山12

SG31

9c第2～

第3四 半期

A2
① ② 平野 山

14-1・2

9c第2四

半期
SX12 A2

⑤ 馬上台

SK4

9c第4～

10c初

SK1・2・

14

A3
③ 平 野山12

SQ33

9c第3四

半期
SX12 A3

⑤ 馬上 台

SK1・2・5

10c第1～

第2四 半期
SK1・2

A4
③ 平 野山12

SQ33

9c第3四

半期
SX12

④ 平 野山12

SG31

9c第4四

半期
SX12

A5
④ 平 野山12

SG31

9c第4四

半期
SX12

第4表 須恵器圷 ・土師器圷の時期対応表
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ま とめ

IVま と め

今 回の調査は、 日本道路公団による東北 中央 自動車道相馬～尾花沢線 にかかる緊急発掘調査

である。調査の結果 を以下に列挙する。

1遺 構 は平安時代 の掘立柱建物跡4棟 、土坑t柱 穴跡多数、溝跡が検 出された。遺構の多 く

が調査区北西端 に集 中お り、遺跡の主体が調査区西側 に広がることを示す。今回の調査 は奈

良 ・平安時代の集落跡の縁辺 を調査 したことになる。

2遺 構では、掘立柱建物跡は検 出されたが竪穴住居跡 は未検 出である。 これは(1)竪 穴住

居が単 に見つからないだけで集落の他の部分 にあるのか、あるいは(2)時 期的に竪穴住居

が伴わないのか、または(3)本 遺跡の性格なのかのいずれかが考 えられる。集落跡の主体

部が発掘 されなければ結論付 けることは出来ないが、可能性 としては(2)を 想定 したい。

3掘 立柱建物跡は4棟 見つかっているが、南北軸 によって2つ に分 けられる。一つはSB851

で、 もう一つがSB852・853・600の3棟 である。両者に切 りあい関係 はな く、時期判定で き

る資料 も乏 しく前後 関係 は不 明である。

4本 遺跡の遺構では、SKlt2t14な ど一括遺物 と判断される土器が多量に出土 した大型

の土坑がある。 これ らは掘立柱建物跡の並ぶ位置か ら更 に東 に位置する。恐 らく生活 ゴミや

廃棄 した土器の捨て場 と考 えられる。出土 した遺物の量 から一つの家族な り掘立柱建物 の住

人が捨てた量 としては多す ぎるため、い くつかの住居単位で共同利用 していたとも考 えられ

る。今 回の調査 ではこうした土坑が集落の端 につ くられていることが判明 した。

5SK12か らはSK1な どと同様 に多量の土器が出土 している。ただ し他の土坑 と異 なる点

は、他の土坑では土 師器が須恵器 に対 して優勢であるのに対 して、SK12で は須恵器の方が

はるかに多 く、 しかもその多 くに墨書が施 されている点である。墨書土器 と祭祀 との関係は

指摘 されているが、 この土坑 もそうした状況 を示す ものと理解で きる。

6出 土遺物 は平安時代の遺物が主体である。具体的には9世 紀第2四 半期 から10世紀初頭 と

位置付 けた。特 にSKlt2・14の 資料 は10世 紀前後 の資料 で も良好 な資料 といえる。山形

盆地で はこの時期の資料 は少 な く、遺物の出土量 と共にこの時期 の様相 を示す資料 といえる。

同様の土坑一括の資料 は山形県山形市の馬上台遺跡で も出土 している(山 形市教育委員会『馬

上 台遺跡発掘調査報告書」1995)。

7本 遺跡か らは特異な遺物 として石帯t硯t段 皿t耳 皿t灰 紬陶器が出土 している。 これら

は官衙遺跡 に伴出する とされる遺物である。但 しこれ らの出土が官衙遺跡である ことを直接

示す とは考 え難い。なお横浜市千手院の阿弥陀如来像(文 永3年 造)に 「出羽国最上郡府中

庄外郷石佛」 とあ り、 これ まで 「府 中」 とは出羽国府 ない しは最上郡衙、「庄外」 とは天童市
しようげ

清池 とされて きた。天童市清池地区は高擶地区に隣i接し、中袋遺跡か らは直線距離で1km弱

である。文永3年 の記述が どこまで遡れるのか という問題 と、これ らの記述が具体的にどこ

を指すのかとい う問題があるが、清池地区周辺の考古学的な調査 を待 たなければ詳 しくはわ

か らない。参考資料 として ここで取 り上 げてお く。
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